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社会調査解析結果 
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社会調査の結果解析 
 
１）サンプル数 
サンプル数は下表のとおり。都市・村落部で概ね 60以上のサンプルを集めた。 

 
ヒヒヤ 

アバッサ

給水地区

ファクース

給水地区

フセイニヤ

給水地区

カフルサクル

給水地区 

農村部 69 61 65 63 67 

都市部 60 56 58 54 61 

 
２）住居人数 
全体の平均は 6.20人である。内訳は 12歳以上が 4.69人、12歳未満が 1.51人である。こ
れはどの調査対象地域でもほぼ一定である。 
 
３）家のタイプ 
都市部ではアパート型が 4～6割を占めるが、農村部では逆に 6割以上が一戸建型の住居で
ある。 
 
４）一つの水量メーターに係る世帯数・人数 
家のタイプを反映して、アパート型の多い都市部では一つのメーターに係る世帯数・人数

とも多く、逆に一戸建ての多い農村部では少ない。 
 
５）職業 
インタビューを行った人の職業の内訳は、農村部では公務員・会社員が最も多く、全体の

約 35％を占めている。次いで、農業が約 25％、定年退職者が 20％である。一方都市部で
は、公務員・会社員が全体の約 40％と最も多く、定年退職者（約 30％）、自営業（約 15％）
と次いでいる。 
 
６）最近 3ヶ月の水使用量・料金 
過去 3 ヶ月の水使用量と支払った料金について調査を行い、この結果と一つの水量メータ
ーに係る平均人数を基に、1人 1日当たりの水使用量を算定した。 
農村部では、3 ヶ月の使用量が 30～40m3/3 month であり、1 人 1 日当たりの水使用量は
50～75 l/c/d であった。ヒヒヤ郡はフセイニヤ給水地区と共に最低ラインに位置しており、
1人 1日当たりの給水量は 52.9l /c/dである。その一方、カフルサクル給水地区では、1人
1日当たりの給水量が 110 l/c/dを超過している。 
都市部では、アバッサ・カフルサクル両給水地区で 1 人 1 日当たりの平均水使用量が 140 
l/c/d を超えているが、村落部と同様に、ヒヒヤ郡とフセイニヤ給水地区での水使用量は約
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65 l/c/dと、先の 2給水地区の半分よりも低い使用量となっている。 
 
７）水使用ピーク時 
農村部では、午前 6時～9時の間と答えた人が約 30％、午前 9時～12時の間と答えた人が
約 50％と、午前中がピーク時と答えた人が全体の約 80％を占めている。これは、洗濯の時
間が午前中に集中していることを示している。都市部でも同様に約 60％を占めているが、
12～15時と答えた人が 25％いる。これは都市部での多様な生活を示す一方、炊事の時間帯
を考慮してこのように回答を寄せた人が多いと想像される。 
 
８）夏季の水使用ピーク時 
シャルキーヤ県の夏は、気温 40度を越える猛暑のため、夏季のピーク時について設問をし
た。 
その結果、80％の人がピーク時は午前中であると回答していた農村部では約 50％の人が、
都市部では約 55％の人が、12～18時の間が水使用のピークであると回答している。これは、
就業時間を終えて帰宅した人が、シャワーを浴びる等で水の需要が午後に移行しているこ

とと思われる。 
 
９）水の主な使用用途 
農村部・都市部共に約 95％の人が、洗濯が主な水の用途であると回答している。 
 
１０） ミネラルウォーター等水の購入の有無 
どの地区でも約 95％の人が水の購入は無いと回答しているが、ヒヒヤ郡の農村部では約
10％の人が購入していると回答している。購入していると回答した人に、使用用途を尋ね
たが、全ての回答が飲用もしくは料理用であった。このことは、ヒヒヤ郡農村部での主な

水資源は近年塩分濃度の上昇する地下水であり、後に見るように、平均収入が他郡と比較

して低いにもかかわらず、飲料用に別に水を購入しているということは、現在配水されて

いる地下水にしょっぱさを感じるため、飲みに耐えないと考えている人が多いことを示し

ている。また、インタビューで、ヒヒヤ郡の地下水は塩分が豊富なため、飲めば飲むほど

のどが渇く、と意見を寄せた人もいる。 
 
１１） 水道水の飲用の有無 
どの地区でも 95％以上の人が水道水を飲用していると回答しているが、ヒヒヤ郡では 10％
以上の人が水道水は飲用しないと答えている。先の設問 10同様、ヒヒヤ郡では水道水を拒
絶している人が、他の郡に比べて高いことを示している。 
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１２） トイレのタイプ 
都市部では 50～75％の家庭でトイレの水洗化が進んでいる一方、農村部では約 35％以下で
ある。郡別に見てみると、ヒヒヤ郡とフセイニヤ郡ではあまり水洗化が進んでいないこと

が覗われる。 
 
１３） 風呂のタイプ 
「エ」国では、写真で見るようなシャワーが一般的であり、都市部では 75％以上が、農村
部では約 85％の家庭がシャワーのみを備えている。都市部ではバスタブのみの家も 15％程
度ある。 
 
１４） 洗濯機 
洗濯機の普及率は、農村部・都市部を問わず、ほぼ 100％である。 
 
１５） トイレ・風呂からの配水の行き先 
都市部において、ヒヒヤ郡・ファクース・カフルサクル給水地区ではほぼ 100％の排水が公
共下水道網にながれているが、アバッサ給水地区での下水道完備率は約 80％、フセイニヤ
給水地区では浄化槽へ流れるとの回答が 100％であった。 
一方、農村部では下水道網の完備率は低く、ヒヒヤ郡、アバッサ給水地区を除くと 100％の
家庭排水が浄化槽に貯められる。 
 
１６） 台所・洗濯排水の行き先 
設問 15と同じく、公共下水道網が完備されている所では下水管へ排水されているが、特に
農村部では家に面した通りに、洗濯排水等が直接捨てられているケースもある。 
 
１７） 水質への満足度 
住民の水道水への満足度を、色・味・臭い・水圧・水量・総合評価の 6 項目に分け、農村
部・都市部で調査を行った。 
図１は上で述べた６項目について農村・都市部別に、ヒヒヤ郡とその他 4 郡の平均を比較
したものである。図は調査結果をパーセントで表したものであるが、農村部と都市部でさ

ほど全体の形に違いがないことが分かる。次に、個々の項目に着目してみると、水量と水

圧に対する満足度ではほぼ同じであるが、色・味・臭いといった水質に係る項目において、

ヒヒヤ郡は浄水場を備えた他の 4郡を大きく下回っている。 
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色への満足度 
農村・都市部における水道水の色に対する満足度の県別評価は次の図の通りである。 

0

20

40

60

80

100

（％）

ヒ
ヒ
ヤ

ア
バ
ッ
サ

フ
ァ
ク
ー
ス

フ
セ
イ
ニ
ヤ

カ
フ
ル
サ
ク
ル

農村における色への満足度

0

20

40

60

80

100

（％）

ヒ
ヒ
ヤ

ア
バ
ッ
サ

フ
ァ
ク
ー
ス

フ
セ
イ
ニ
ヤ

カ
フ
ル
サ
ク
ル

都市における色への満足度

 

都市部においてはアバッサ・ファクース・フセイニヤ・カフルサクルの４給水地区で、約

80％の人が水道水は無色透明であり満足していると回答している。農村部でも 60％以上の
人が満足していると回答している。その一方、ヒヒヤ郡での水道水の色への満足度は、農

村・都市部において約 40％であり、これはファクース郡農村部を除くと他の郡での満足度
の半分以下である。質問には載っていないが、水道水の色に満足していない人に対しどの

ような色であるかと尋ねたところ、水道水は土砂が混入しているような黄色であるとの回

答が数多く寄せられた。また、農村部で配管の老朽化によると思われる赤もしくは黒色の

水が出るとの声も寄せられた。 
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味への満足度 
味に対する満足度は以下の図にまとめられている。 
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味に対する満足度も、色同様ヒヒヤ郡が最も低く、約 40％の人しか満足していない。これ
はやはり他の給水地区の半分程度である。質問表には載っていないが、なぜ不満足なのか

と質問したところ、大部分の人が塩味がするためと回答した。また、この傾向は年々ひど

くなっているとの声もあがっている。これは懸念されている塩害化が進行していることを

示している。ファクース給水地区では他の給水地区よりもやや味に対する満足度が低いも

のの、浄水場の完成した 2年間と比べれば大幅に改良されたと述べた人が多かった。 
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臭いへの満足度 
都市・農村部における臭いへの満足度を下図に示す。 
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臭いに対する満足度は、色・味と比べると格差は小さいものの、やはりヒヒヤ郡が農村・

都市部共に最も低く 55％程度となっている。不満足な理由の多くが塩素の臭いに集中した
ことから、各地の格差が小さくなっているものと思われる。 
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水圧への満足度 
各給水地区における水圧への満足度を下に示す。 
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水圧への満足度は全般的にどの給水地区でも高いとは言えず、農村部では地区ごとのばら

つきがおおきいことが分かる。ファクース給水地区では、12 時間を越える断水に悩まされ
ている住民が多いことから、非常に低い満足度となっている。ヒヒヤ郡でも水圧への満足

度は 50％程度であり、住民の本プロジェクトへの期待として、水圧の改善を求める回答も
目立っていた。 
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水量への満足度 
各給水地区における水量への満足度を下に示す。 
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都市部では約 80％の住民が現在受け取っている水量は十分であると回答した。農村部でも
住民の高い満足度が覗えるが、ヒヒヤ郡では 60％、水圧への不満の高いファクース給水地
区では 50％の住民しか満足しておらず、これらの地区では住民はもっと多くの水を求めて
いる。 
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総合評価 
以下に各給水地区における水道水への総合評価を示す。 
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都市部では、４給水地区で概ね 60％の住民が現在の給水サービスを評価しているが、ヒヒ
ヤ郡ではそれよりも 20％低い 40％の人しか総合的に満足していない。これは、アンケート
結果に現れた水道水の色・味への不満が他の郡に比べて大きいことを表していると考えら

れる。 
農村部においては、ファクース給水地区とヒヒヤ郡で 20％を切る非常に低い数字が現れて
いる。上で見てきたように、ファクース給水地区での全体評価の低さは、水圧・水量さら

に断水への不満が反映されていると考えられる。また、ヒヒヤ郡はほぼ全ての各項目で低

いことから、現在の給水サービス全体へ不満を抱く人が多いことが窺い知れる。 
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都市部・農村部を問わず、ヒヒヤ郡の現在の給水サービスに対数満足度は、他の郡に比べ

て非常に低いレベルにあることが、改めて浮き彫りになった。特に農村部での色・臭いと

いった水質に関連する項目への不満は高く、住民による本計画への期待は大きい。 
 
現在稼動中の浄水場を持つ他の 4 給水地区では、色・臭い・味といった水質に係る項目で
は満足度が高いものの、場所により水圧・水量への不満が高い。この原因として、配水管

路網が十分に整備されていないことが考えられる。 
 
１８） 断水の頻度・長さ 
各給水地区における断水の頻度を下図に示す。 
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また、各地域での 1回の断水時の長さは以下の図のようにまとめられる。 
各給水地区別の断水時間の頻度と平均時間は以下の通りである。 
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都市部における断水時間の頻度
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 Hihya Abassa Faqus Huseiniya Kafr Saqr 
農村部 4.68 3.28 8.72 7.2 2.7
都市部 3.71 3.34 2.34 4.2 4.5

 （単位：時間） 
 
ほぼ全ての給水地区で週に 1.5～２回の割合で断水が起きているが、ファクースの農村部で
は週に平均 3.5回断水が起きていることが分かる。断水時間の長さは、都市部ではどの地域
でもさほど変わらないものの、農村部においてはファクースおよびフセイニヤの２給水地

区での断水時間の長さが目立つ。調査結果によると、これらの 2 地区ではひどいときには
週 5回、１回につき 20時間以上の断水が起きる村もある。先に述べたファクース農村部で
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の水圧・水量への満足度、総合評価が非常に低いことは、この断水に由来しているといえ

る。 
 
１９） 衛生設備（トイレ・風呂等）の改良予定 
ヒヒヤ郡以外の地区でこの質問をしたところ、約 85％の人が特にトイレ・風呂などの改装
計画はないと回答した。 
 
２０） 支払意思 
下の図は、水供給サービスが向上したとすれば、現在以上の料金を支払う意思があるかど

うかの回答である。 
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ファクース給水地区
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ヒヒヤ郡で給水サービスが改善されるならば、現在支払っている額よりも多くの水道料金

を支払う準備があると回答した人が農村部で 90％、都市部でも 80％いた。これは、上で述
べた現在の給水システムへの不満が広がっていることと同時に、住民がなんとしてでも良

質な水を供給して欲しいと願っていることの現れであり、非常に支払意思が高いことが分

かる。 
他の 4 給水地区では、40％前後の人が現在以上の水道料金を支払う必要はないと回答した
が、これらの郡ではほぼ全域にわたり給水が行われていることもあり、これで十分と考え

る人が多いことによると考えられる。 
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次の図は、支払意欲があると回答した人が示した 3ヶ月単位での支払金額を示している。 
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都市部における支払意思と金額
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２１） 月収 
下の表は、平均月収を地域ごとに表したものである。 
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都市部における月収
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アバッサ、ファクース、フセイニヤ、カフルサクル給水地区では、「エ」国平均月収である

約 300エジプトポンドを含む、200～400LEと 400～600中心の正規分布を描いているが、
ヒヒヤ郡では 200～400を中心に分布が左側に歪んでいる。 
ヒヒヤ郡では農村・都市部を問わず約 30％のインタビューを受けた人が「エ」国平均月収
の約 300LE を大きく下回る 200LE 以下の貧困層に属しているのに対し、その他 4 給水地
区では 15％以下しかいない。また、400LE以下の平均より下の月収を得ている割合に着目
すると、ヒヒヤ郡で約 70％を占めるのに対し、その他 4給水地区では農村部で 40～55％、
都市部では 40～45％と低くなっている。600LE 以上の月収を得ている高所得層の割合は、
ヒヒヤ郡では農村部で約 6％、都市部で 15％となっているが、その他の 4 給水地区では概
ね 20％を超える割合の人がこの層に属している。 
今回の結果から、ヒヒヤ郡の平均所得は他の郡と比べると低いことが分かる。 
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質問中の月収間隔の平均値（150、300、500、700、900LE）を基に、各地区での大まかな
平均月収を算出したところ、ヒヒヤ農村部では約 310LE、都市部では 355LEであったが、
これは他の地区より算出した月収よりも 100LE以上低いものとなっている。 
 
２２） 裕福さ 
家庭訪問時に、家具、インタビューを受けている人の服装といった統一した基準を基に、

調査員により家庭の裕福さが 5段階で判断された。下の図は調査結果を示す。 
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都市部における家庭の裕福さ
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都市部で多少のばらつきがあるものの（p=0.053）、農村・都市部でほぼ同じ普通が最も多
く、次いでやや裕福層が多い傾向を示している。 
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２３） 衛生状況 
衛生状況は、家庭内での蝿の多さ、埃等を基に、調査員により 5 段階で判断された。下図
に調査結果を示す。 
 

農村部における衛生状況

0

10

20

30

40

50

60

清
潔

や
や
清
潔
普
通

や
や
不
潔
不
潔

(%
)

ヒヒヤ

アバッサ

ファクース

フセイニヤ

カフルサクル

 

都市部における衛生状況
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特に都市部でばらつきが大きいものの、どの郡でも都市・農村を問わず大部分の家庭の衛

生状態は普通もしくはそれよりも清潔である。 
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